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異なる線量率地域に生育したスギ樹幹木部における 137Cs 濃度の分布  
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in different dose rate region  
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1.はじめに 

 事故を起こした福島原子力発電所から放出・飛散した放射性セシウムは、広範囲にわた

り森林が汚染された。ここでは、重要な林業樹種であるスギを対象に、異なる線量率地域

に生育しているスギ樹幹木部における 137Cs 濃度の分布と汚染状況を把握することを目的

とした。低線量率地域として栃木県塩谷町、ならびに高線量率地域として福島県川俣町世

戸八山を調査地とした。第 4 次航空機モニタリング調査の結果、 137Cs の沈着量は前者が

10 k－ 30 k Bq/m2 、後者が 300 k － 600 k Bq/m2 の値を示した（2011年11月 5 日現在 ）。  

塩谷町のスギについて、2011年から 2015 年まで 5 年間にわたる 137Cs 濃度の経年変化の

検討を行った。 

 

2.材料と方法 

全ての材料の実生スギは、地上高 0.2 ～ 0.4 ｍの範囲の部位から円盤を採取した。また、

いくつかの個体では、樹幹軸方向の円盤も採取した。栃木県塩谷町では2011年から 2015

年の約 5 年間にわたる材料、また、福島県世戸八山は 2015 年 9 月に材料を採取した。全

ての供試サンプルは乾燥後粉砕し、 U8 容器 (100 mL)に充填した。 137Cs 濃度と 40K の測

定には、 Ge 半導体検出器 (ORTEC  SEIKO EG ＆ G ) を使用した。 

 

3.結果と考察  

樹幹木部に移行した 137Cs は、原発事故の 7 ヵ月後の2011年11月調査時点では、辺材が

心材よりも高い濃度を示した。2012年10月調査以降では、辺材よりも心材の方が高い濃度

を示した。また、 137Cs は、特に心材では Kの挙動と類似している傾向が示された。  

異なる線量率地域における木部中の 137Cs は、濃度が20倍以上異なるが、樹幹下部にお

いて、辺材から髄に向かう半径方向のパターンは類似していた。  

 

4.結論 

(1) 樹幹木部中の 137Cs 濃度は、時間とともに辺材より心材が高くなり、心材の濃度には、

K濃度が関与している可能性が示唆された。 

(2) 異なる線量率地域に生育したスギ樹幹木部の 137Cs 濃度は、大きく異なるが、樹幹下

部における半径方向の分布は、類似したパターンを示した。  
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